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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

2

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

高齢者の在宅生活を支援します

8

平成１２年度以前

保健・福祉

3

～

地域福祉課

長寿福祉係

3

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律、小牧市高齢者虐待防止ネットワーク連絡会運営要綱

1

平成３０年度以降

高齢者福祉

・高齢者虐待緊急短期入所

　　　虐待を受けている高齢者を一時的に保護する。

・高齢者虐待ネットワーク

　　　連絡会議　1回

　　　　委員による連絡会議及び担当者会議を開催し、虐待を受けた高齢者等に対して

　　　　適切な支援を行うため、関係機関等との連絡会議を定期的に行う。通報受付事

　　　　務、地域包括支援センターとの連携、会議に関する事務等がある。

◆25年度直接経費の内訳

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

高齢者虐待の防止、高齢者虐待を受けた高齢者に対する迅速かつ適切な保護及び養護者

に対する適切な支援を行い、高齢者の在宅生活の継続を図る。
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有 高齢者虐待緊急入所は、費用に対して約１割の負担
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国・県支出金
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◆25年度直接経費の内訳

　短期入所委託料　284千円    連絡会議委員等謝礼　 61千円

(一般財源以外の財源)

　高齢者虐待緊急短期入所者負担金　36千円

◆26年度直接経費の内訳

　短期入所委託料　368千円    連絡会議委員等謝礼　103千円

(一般財源以外の財源)

　高齢者虐待緊急短期入所者負担金　18千円
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のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

今後、認知症高齢者の増加が予想されるので、認知症に対する理解の不足から生じ

る虐待を防止していく必要がある。

虐待が発生し、保護をすべきときに、連続して入ることの出来る施設がない。
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事業番号

事業の

達成状況

虐待ネットワーク会議を計画通り開催し、情報共有を図ることが出来た。また、高齢者

虐待の防止、高齢者虐待を受けた高齢者に対する迅速かつ適切な保護及び養護者

に対する適切な支援を行い、高齢者の在宅生活の継続を図ることができた。
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容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）
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性性性性

２７年度以降

の改善案

引き続き、認知症に対する理解の不足から生じる虐待を防止するため、認知症に対

する知識の普及を図る。

実実実実

施施施施
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果果果果

今後の高齢社会において、住み慣れた地域社会の中で引き続き生活することを支援

する必要があるため。

判定理由

今後増加すると見込まれる高齢者虐待を受けた高齢者等に対する迅速かつ適切な

支援ができないケースが生じる。

維　持

昨年に引き続き、認知症に対する理解の不足から生じる虐待を防止するため、認知

症に対する知識の普及を図る。
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一次評価のとおり。


